
阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日
程
で
執

行
し
ま
す
。

告
示
日　
11
月
３
日
㈷

選
挙
期
日　
11
月
10
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

行
政
相
談
で
あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
は
、
国
、
県
、
市
な

ど
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、

意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
ら

を
解
決
す
る
た
め
に
行
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

相
談
委
員　
中
山
瑞
穗
さ
ん
、
廣

田
幸
雄
さ
ん
、
待
田
泰
信
さ
ん
、

西
岡
由
紀
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
温
水
プ
ー
ル

子
ど
も
水
泳
講
座
受
講
者
募
集

（
欠
員
補
充
分
の
受
付
）

　

子
ど
も
水
泳
講
座
の
受
講
者
に

欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
、
順
次
参

加
し
て
い
た
だ
く
受
講
者
を
受
け

付
け
ま
す
。

対
象　
５
歳
（
年
長
組
以
上
）
～

小
学
生

日
時　
５
月
19
日
㈰　

午
後
１
時

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

内
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

定
員　
各
曜
日
20
人

受
付
方
法　
受
付
場
所
に
設
置
し

て
い
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
順
は
抽
選
、
定
員
超

過
の
場
合
も
同
様
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

温
水
プ
ー
ル（
☎
22

－

８
７
３
３
）

へ

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
１
千
万
円

大
阪
市
西
区
九
条　

廣
野
富

江
様
（
新
野
町
出
身
）
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所

女
性
会
様
か
ら
活
竹
祭
に
お

け
る
売
上
金
の
一
部
を
地
域

福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
そ
の
年
は
、
日
本
銀
行
が
一

万
円
札
を
発
行
、
皇
太
子
さ
ま

と
美
智
子
さ
ま
と
の
婚
約
が
発

表
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ッ
チ

ー
・
ブ
ー
ム
」
が
巻
き
起
こ
り
、

世
界
一
高
い
東
京
タ
ワ
ー
が
完

成
。
ロ
カ
ビ
リ
ー
大
旋
風
な
ど

大
衆
文
化
が
大
き
く
花
を
開
い

た
年
で
し
た
。１
９
５
８
年（
昭

和
33
年
）
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
年
、
５
月
１
日
、
私
た

ち
の
阿
南
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
生
い
立
ち
は
財

政
再
建
団
体
の
ま
ま
市
制
が
発

足
す
る
と
い
う
大
変
苦
し
い
も

の
で
し
た
。

　
徳
島
、
鳴
門
、
小
松
島
の
先

輩
と
な
る
各
市
は
市
バ
ス
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
隆
盛
を
誇
っ

て
い
た
だ
け
に
、
市
バ
ス
も
持

て
な
い
貧
乏
な
市
が
生
ま
れ
た

と
、
揶や

揄ゆ

（
か
ら
か
う
）
さ
れ

ま
し
た
。

　
再
建
団
体
と
し
て
、
国
・
県
の

厳
し
い
指
導
と
監
督
の
も
と
、
地

方
公
共
団
体
と
し
て
自
由
な
活
動

を
制
限
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

着
手
に
も
制
約
を
受
け
な
が
ら
、

ひ
た
す
ら
赤
字
解
消
へ
の
努
力
を

続
け
、
再
建
計
画
通
り
昭
和
40
年

度
末
を
も
っ
て
完
全
に
赤
字
を
解

消
し
、
再
建
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
長
年

に
わ
た
る
努
力
と
、
那
賀
川
、
羽

ノ
浦
両
町
と
の
合
併
を
経
て
、
今

や
、
西
日
本
有
数
の
財
政
の
強
い

自
治
体
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
初

刊
阿
南
市
史
」
に
は
、
名
誉
市
民

で
あ
り
初
代
市
長
・
澤
田
　
紋あ

や

氏

の
巻
頭
言
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
日
、
阿
南
市
の
将
来
を
展

望
し
ま
す
時
、
悠
久
幾
千
万
年
に

わ
た
る
天
変
地
異
に
よ
る
変
遷
推

移
と
、
幾
百
千
世
代
の
先
人
の
尊

い
努
力
の
累
積
が
相
互
に
緯
と

な
り
経
と
な
り
つ
つ
、
生
生
発

展
し
た
所
産
が
感
じ
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
そ
の
渕
源
は
遙
か
に

遠
く
か
つ
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
に
生
を
う
け
、
こ
の

郷
土
阿
南
市
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
市
民
お
互
い
が
、
先
人
の
遺

徳
遺
業
を
子
孫
と
共
に
敬
仰
し
、

心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
ま
す
ま

す
よ
り
豊
か
な
郷
土
を
建
設
し

た
い
も
の
と
念
頭
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。」

　
こ
の
言
葉
は
、
現
在
の
阿
南

市
に
そ
の
ま
ま
引
用
で
き
る
名

文
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
先
人
の
功
多
し
、
我

ら
の
阿
南
市
で
す
。
こ
の
地
に

住
む
人
々
が
、
少
し
で
も
多
く

の
幸
せ
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
若
い
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

市
行
政
の
使
命
で
あ
る
、
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
55
周
年
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

～
半
世
紀
＋
５
年
～
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